
　

14
ヶ
月
ぶ
り
に
開
い
た
戸
籍

の
窓
・
お
く
や
み
で
原
田
貞
雄

さ
ん（
小
田
井
）１
０
０
歳
の
死

を
知
っ
た
。
母
と
大
正
の
初
め

の
御
代
田
尋
常
小
学
校
同
級
生

で
、
65
歳
を
越
え
て
の
同
級
会

に
２
人
共
嬉
々
と
し
て
出
掛
け

て
い
た
。
元
助
役
の
原
田
信
一

さ
ん
か
ら「
90
歳
を
過
ぎ
て
も

バ
イ
ク
で
走
っ
て
お
ら
れ
る
」

と
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
頼
も

し
く
思
っ
て
い
た
。
つ
い
先
日

の
こ
と
だ
っ
た
の
に
。
無
念
。

　

小
学
４
年
生
の
時
か
ら
５
年

間
旧
中
宿
を
主
に
新
聞
配
達
を

し
た
。
大
雪
の
朝
塩
野
か
ら
通

勤
さ
れ
て
い
た
担
任
は
登
校
出

来
ず
、
代
り
に
校
長
先
生
が
教

え
て
く
れ
て
い
た
教
室
へ
遅
刻

し
て
入
っ
て
行
っ
た
。
大
き
な

手
で
私
を
包
む
よ
う
に
迎
え
て

く
れ
た
。
手
の
持
ち
主
は
、
御

代
田
中
学
校
初
代
校
長
、
関
口

三
郎
先
生
。

　

先
生
は
転
校
の
際
、
畳
の
礼

法
室
に
座
し
た
全
校
生
徒
に
別

れ
の
話
を
さ
れ
た「
御
代
田
中

学
校
の
み
ん
な
は
、
全
国
に
名

を
知
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

な
さ
い
」と
。
湯
川
博
士
が
日

本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
湧
い

た
時
期
だ
。

　

こ
の
言
葉
を
糧
に
青
春
時
代

を
私
は
生
き
た
。
間
違
い
な
く
。

20
歳
の
時
、
弁
論
で「
全
国
最

優
秀
」に
選
ば
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
出

演
し
た
り
、
新
聞
に
載
っ
た
り
、

当
時
の
御
代
田
村
報
も
大
き
く

取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
１
９
５

８
年
12
月
号
で
あ
る
。

　

中
学
に
在
職
さ
れ
て
い
た
鈴

木
公
人（
現
）画
伯
は
、
同
校
を

卒
業
し
東
京
な
ど
へ
就
職
し
て

行
っ
た
生
徒
た
ち
に
御
代
田
広

報
を
送
り
続
け
て
く
れ
て
い
た
。

御
代
田
中
発
足
時
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
知
る
証
人
は
先
生
一
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
御
代
田
中

は
こ
の
頃
か
ら
輝
い
て
い
た
。

　

本
欄
も
復
活
。
御
代
田
町
発

展
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
、
会
員
、
共
々
に
こ
の
欄
に

本
心
の「
声
」を
出
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
文
字
通
り
核
と
な
る

共
有
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
。

東
京
御
代
田
会　

　

　

理
事

中
島
一
郎

　

町
営
住
宅
へ
の
入
居
待
機
者
の

申
込
受
付
は
、
年
２
回（
３
月
・
９

月
）行
っ
て
い
ま
す
。

○
現
在
空
室
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
申
し
込
み
は
、
平
成
21

年
４
月
〜
９
月
ま
で
の
間
に
退

居
住
戸
へ
入
居
で
き
る
、
入
居

待
機
者
と
な
る
た
め
の
申
し
込

み
で
す
。

申
込
受
付
期
間

　

３
月
２
日（
月
）
〜
13
日（
金
）

説
明
会（
抽
選
会
）

○
日
時　

３
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

町
役
場
大
会
議
室

抽
選
に
よ
り
入
居
者
待
機
順
位
を

決
定
し
ま
す
。

申
込
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
地

を
有
す
る
方（
３
カ
月
以
上
）

○
現
に
同
居
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
３
カ
月
以
内
に
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
る
方

○
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方

○
収
入
が
一
定
の
額
以
下
の
方

○
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
消
防

記
念
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
６
月
か
ら
既
存
住
宅

も
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置
推
進

を
中
心
と
し
た
、
住
宅
防
火
対
策

を
重
点
目
標
と
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
火
災

予
防
運
動
と
い
う
こ
の
時
期
に
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
ぜ
ひ

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

火
の
し
ま
つ

　
　

君
が
し
な
く
て

　
　
　
　
　
　

誰
が
す
る

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

見
直
そ
う

　
　

森
の
恵
み
と

　
　
　
　
　

火
の
始
末

（
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語
）

　

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

御
代
田
消
防
署（

32
）０
１
１
９

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
都
市
計
画
係（

内
線
75
）

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
待
機
者
申
込
受
付

３
月
１
日
〜
３
月
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

募集住宅

団地名 建設年度 構造 規模 家賃（円）

桜ヶ丘団地

Ｈ5～Ｈ14 耐三 3ＬＤＫＹ 21,300～
37,900

Ｈ13～Ｈ14 耐三 2ＬＤＫＹ 22,600～
33,800

※ＬＤＫ…居間兼食事室兼調理場　Ｙ…浴室（浴槽・風呂釜付）

みよた広報 やまゆり3月号 （10）　



こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
御
代
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
32 ‒ 

3
1
1
1　

内
線
27
・
64
番

御代田町役場 TEL0267‒32‒3111

町
営
有
料
駐
車
場
の
契
約
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
契
約
を
さ
れ
て
い
る
方
も
募
集
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

契
約
料
金　

年
額
３
６
、０
０
０
円

※
都
合
に
よ
り
中
途
で
解
約
さ
れ
た
場
合
は
、
未
使
用
の
月
分
を
月

割
り
で
払
い
戻
し
い
た
し
ま
す
。

契
約
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

申
込
書

　

町
営
駐
車
場
使
用
申
込
書
は
、
企
画
財
政
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課
財
政
係（
内
線
54
）

町
営
有
料
駐
車
場（
駅
西
駐
車
場
・
駅
北
駐
車
場
）

平
成
21
年
度
利
用
者
募
集

申
込
方
法

　

町
営
駐
車
場
使
用
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
駐
車
す
る

車
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を
添

え
て
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、
郵

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

募
集
台
数　

26
台

募
集
期
間

２
月
25
日（
水
）〜
３
月
11
日（
水
）

御
代
田
駅
西
駐
車
場

御
代
田
駅
北
駐
車
場

募
集
台
数　

30
台

申
込
方
法

　

町
営
駐
車
場
使
用
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
駐
車
す
る

車
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を
添

え
て
直
接
お
持
ち
に
な
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

３
月
２
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

　

預
金
保
険
制
度
は
、
万
が
一
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、

預
金
者
等
の
預
金
の
う
ち
一
定
の

も
の
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
対
象
金
融
機
関
は
、
法
律
に

よ
り
預
金
保
険
制
度
へ
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
支
払
っ

た
預
金
保
険
料
に
よ
っ
て
、
預
金

等
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

預
金
者
の
方
は
特
に
手
続
き
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
金
融
機
関

　

預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.dic.go.jp/

預
金
者
の
皆
さ
ま
へ

　

正
確
な
預
金
者
デ
ー
タ
を
迅
速

に
提
出
す
る
た
め
、
引
越
し
や
結

婚
等
に
よ
り
、
氏
名
、
住
所（
法

人
の
場
合
は
名
称
、
所
在
地
）、

電
話
番
号
等
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
各
金
融
機
関

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

預
金
保
険
機
構

　

０
３

－

３
２
１
２

－

６
０
２
９

　

金
融
庁

　

０
３

－

３
５
０
６

－

６
０
０
０

ご
存
知
で
す
か

預
金
保
険
制
度

　

65
歳
の
農
業
者
の
方
の
平
均

寿
命
は
、
男
性
の
場
合
で
19
年

（
84
歳
）、
女
性
の
場
合
で
24
年

（
89
歳
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
65

歳
以
上
の
夫
婦
２
人
が
暮
ら
す

た
め
に
必
要
な
生
活
費
は
月
額

26
万
４
千
円
、
年
額
３
１
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成

15
年
農
林
水
産
省
農
業
経
営
動

向
統
計
）

　

老
後
は
お
金
の
心
配
を
せ
ず

に
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
間
、
予
測
不
可
能
な
経
済
変

動
や
、
思
わ
ぬ
怪
我
や
病
気
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
予
測
不
可
能
な
事
態
に

備
え
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
あ

る
老
後
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

貯
金
な
ど
に
加
え
て
、
年
金
が

有
効
な
手
当
て
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
農
業
者
の
方

に
は
農
業
者
年
金
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
…
老
後
に
は
ど
の
く
ら
い
お

金
が
か
か
る
の
で
す
か
？

Ａ
…
夫
婦
２
人
の
老
後
の
生
活

費
は
月
額
で
約
26
万
４
千
円

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、老
後
生
活
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

高齢者夫婦世帯の農業経済の概要（単位：万円）

資料：農業経営統計調査「農業経営動向統計」
注：高齢者夫婦世帯とは、世帯主65歳以上の高齢夫婦のみの世帯

収　入
422万円

支　出
371万円

年金等給付金 240

家計費 317

農業
所得
45

農外所得
96

その他
41

租税等
54

魅力いっぱいの農業者年金には、
農業に従事している方は誰でも
加入できます。

国民年金の第1号被
保険者で、年間60日
以上農業に従事する
60歳未満の方が加
入できます。

（11） みよた広報 やまゆり3月号


